
高
政
は
雇
用
拡
大
を
通
じ
て
地
域
の
振
興
に
取
り
組
む

小浜製作所は信田沢地区仮説工場団地で操業再開

立ち上がる中小企業操業再開の槌音響く中小企業再興の今
結
び
付
き
大
切
に
伝
統
を
継
承

大堀相馬焼協同組合理事長半谷秀辰氏に聞く
　
３
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持

つ
「
大
堀
相
馬
焼
。福
島
県
浪

江
町
一
円
で
生
産
さ
れ
る
そ
の

焼
き
物
は
青
ひ
び
の
美
し
さ

な
ど
で
知
ら
れ
る
伝
統
的
工
芸

品
だ
。
産
地
は
東
京
電
力
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
で
設

定
さ
れ
た
警
戒
区
域
に
あ
り
、

の
窯
元
で
構
成
す
る
大
堀
相

馬
焼
協
同
組
合
の
組
合
員
ら

は
、
県
内
外
に
避
難
し
た
。
震

災
か
ら
１
年
３
カ
月
が
過
ぎ
た

今
も
避
難
生
活
は
続
い
て
い
る

が
、
再
起
へ
の
道
を
少
し
ず
つ

歩
み
つ
つ
あ
る
。
浪
江
町
が
役

場
機
能
を
移
し
て
い
る
福
島
県

二
本
松
市
に
あ
る
小
沢
工
業
団

地
内
で
仮
工
房
を
７
月
に
も
開

所
す
る
。そ
こ
で
、半
谷
秀
辰
大

堀
相
馬
焼
協
同
組
合
理
事
長
に

今
後
の
課
題
な
ど
を
聞
い
た
。

◇

　
―
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

の
震
災
に
伴
う
「
仮
設
施
設
整

備
事
業
」
を
活
用
し
て
、
組
合

の
新
た
な
拠
点
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
各
方
面
の
支
援
で
一
つ
の

土
台
が
で
き
る
。
感
謝
し
て
い

る
。
故
郷
の
浪
江
に
は
い
つ
帰

れ
る
か
分
か
ら
な
い
。
現
時
点

で
は
、
こ
こ
二
本
松
で
覚
悟
を

決
め
て
活
動
し
な
け
れ
ば
と
も

思
う
。
先
を
考
え
る
と
つ
ら
く

な
る
こ
と
も
あ
る
が
、
組
合
員

の
結
び
付
き
を
大
切
に
し
て
今

後
も
伝
統
を
継
承
し
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
。
仕
事
の
場
と
な

る
拠
点
が
で
き
る
こ
と
は
、
窯

元
に
と
っ
て
も
生
き
る
希
望
に

な
る
」

　
―
新
た
な
拠
点
に
つ
い
て
。

　
「
建
物
の
延
べ
床
面
積
は
約

７
２
０
平
方

の
規
模
。
仮
設

の
工
房
、
事
務
所
、
倉
庫
、
売

店
、
陶
芸
教
室
な
ど
を
整
備
。

ガ
ス
炉

窯

２
基
と
電
気
炉

１
基
の
計
３
基
を
設
け
る
。
設

備
は
各
窯
元
が
共
同
で
使
う
。

詳
細
な
運
用
方
法
は
こ
れ
か
ら

詰
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
」

　
―
現
状
の
取
り
組
み
は
。

　
「
今
月

日
に
新
拠
点
で
プ

レ
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開

く
。
近
郊
に
避
難
し
て
い
る
浪

江
町
の
方
々
な
ど
に
大
堀
相
馬

焼
協
同
組
合
が
立
ち
上
が
り
つ

つ
あ
る
姿
を
報
告
す
る
の
が
目

的
。
正
式
に
は
７
月

日
に
開

所
の
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
く
予
定

だ
」

　
―
材
料
な
ど
の
調
達
に
つ
い

て
は
。

　
「
福
島
県
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ

の
協
力
な
ど
も
得
て
代
替
材
料

に
め
ど
が
立
っ
た
。
粘
土
や
う

わ
ぐ
す
り
な
ど
今
後
の
生
産
に

問
題
は
な
く
、
そ
の
点
で
の
心

配
は
な
く
な
っ
た
」

　
―
今
後
の
課
題
は
。

　
「
新
た
な
拠
点
が
立
ち
上
が

っ
て
も
各
窯
元
が
み
な
戻
っ
て

来
る
状
況
で
も
な
い
。
再
起
の

足
が
か
り
の
場
は
で
き
た
が
、

悩
み
は
尽
き
な
い
。
震
災
か
ら

１
年
以
上
が
た
ち
、
販
路
を
つ

か
め
る
の
か
な
ど
、
考
え
る
こ

と
は
多
く
あ
る
。
当
面
は
組
合

の
運
転
資
金
な
ど
が
大
き
な
課

題
と
な
る
。
厳
し
い
中
だ
が
、

再
起
に
向
け
た
若
手
の
意
欲
は

高
い
。
７
月
の
開
所
後
に
も
組

合
の
み
ん
な
で
落
ち
着
い
て
話

し
合
っ
て
い
き
た
い
」

・
５
�
地
点
か
ら
の
再
開

　東日本大震災から１年３カ月が過ぎ、
甚大な津波被害を受けた被災地の工場か
らは操業再開のつち音が響いてきた。震
災前後で事業環境が大きく変わり、今も
さまざまな困難にも直面しているが、自
ら磨いた技術を武器に地域の再興に全力
を尽くしている。

福
島
県
南
相
馬
市

魚
の
街
復
興
に
汗
地
域
活
性
化
へ
力
強
い
歩
み

宮
城
県
石
巻
市

宮
城
県
女
川
町
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高
さ

の
大
津
波
が
襲

い
、
さ
ら
に
東
京
電
力
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
福

島
県
南
相
馬
市
。
震
災
か
ら

７
カ
月
後
の
２
０
１
１
年

月

日
、
小
浜
製
作
所

福

島
県
南
相
馬
市

は
、
中
小

企
業
基
盤
整
備
機
構
が
新
設

し
た
同
市
原
町
区
「
信
田
沢

地
区
仮
設
工
場
団
地
」
で
操

業
を
再
開
し
た
。

　
同
社
は
３
次
元
加
工
が
得

意
で
、
主
力
は
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
や
金
属
の
精
密
加
工
。
食

品
装
置
か
ら
医
療
機
器
関
連

な
ど
幅
広
い
分
野
を
扱
え
る

の
が
強
み
だ
。
震
災
前
、
同

社
は
福
島
第
一
原
発
か
ら

・
５

地
点
の
同
市
原
町

区
小
浜
で
モ
ノ
づ
く
り
に
励

ん
で
い
た
。
工
場
は
海
か
ら

百

ほ
ど
だ
が
、
周
辺
よ
り

も
高
い
位
置
に
あ
っ
た
た
め

津
波
被
害
か
ら
は
免
れ
た
。

　
工
場
と
機
械
は
無
事
だ
っ

た
が
、
原
発
事
故
が
事
業
継

続
を
困
難
に
し
た
。
政
府
が

年
４
月

日
に
同
原
発
か

ら
半
径

を
警
戒
区
域

に
設
定
す
る
前
日
の

日
ま

で
社
員
と
一
緒
に
会
社
に
泊

ま
り
込
ん
で
、
受
注
し
て
い

た
試
作
品
の
製
作
に
没
頭
し

て
い
た
。

日
か
ら
自
社
工

場
へ
の
立
ち
入
り
が
制
限
さ

れ
た
。

　
川
岸
利
夫
社
長
は
「
地
震

と
津
波
だ
け
な
ら
ば
電
気
が

通
っ
た
４
月

日
か
ら
動
け

た
が
、
原
発
が
爆
発
し
た
せ

い
で
７
カ
月
も
動
け
な
か
っ

た
」
と
話
す
。

　
再
開
を
迷
っ
た
時
期
も
あ

っ
た
が
、
社
員
た
ち
の
熱
意

に
押
さ
れ
て
決
断
し
た
。

年
９
月
末
に
工
場
の
建
屋
が

完
成
し
、
元
の
工
場
に
あ
っ

た

台
の
工
作
機
械
の
う
ち

台
を
運
び
込
ん
だ
。
再
開

し
て
も
受
注
で
き
る
の
か
、

心
配
し
た
時
期
も
あ
っ
た
。

　
再
開
当
日
、
長
年
取
引
し

て
い
た
食
品
装
置
メ
ー
カ
ー

の
社
長
が
「
再
開
を
待
っ
て

い
た
」
と
言
い
、
分
厚
い
注

文
書
を
置
い
て
い
っ
た
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
。
言
葉
が
詰
ま
っ
た
。

　
新
天
地
で
仕
事
を
始
め
て

８
カ
月
が
過
ぎ
た
。
受
注
状

況
は
震
災
前
の
７
割
。
川
岸

社
長
は
「
モ
ノ
づ
く
り
は
日

々
、
進
化
し
て
お
り
、
７
カ

月
も
休
業
し
た
の
は
正
直
、

マ
イ
ナ
ス
だ
。
だ
が
、
私
た

ち
は
こ
の
震
災
を
乗
り
越
え

て
き
た
。
今
ま
で
の
技
術
を

さ
ら
に
磨
い
て
少
し
ず
つ
だ

が
、
着
実
に
進
ん
で
い
き
た

い
」
と
思
っ
て
い
る
。

　
工
場
に
は
金
属
を
削
る
機

械
音
が
、
今
日
も
鳴
り
響

く
。

　
水
産
加
工
業
で
も
復
旧
・

復
興
が
進
み
始
め
た
。
日
本

有
数
の
漁
港
、
宮
城
県
石
巻

市
。
海
と
と
も
に
生
き
て
き

た
魚
の
街
は
大
津
波
で
破

壊
さ
れ
た
。
魚
市
場
の
後
背

地
で
水
産
加
工
団
地
が
あ
る

魚
町
、
松
並
地
区
。
震
災
前

２
０
０
社
ほ
ど
の
メ
ー
カ
ー

が
軒
を
連
ね
て
い
た
。
地
震

と
津
波
で
１

も
地
盤
沈
下

し
た
が
、
地
区
の
か
さ
上
げ

工
事
や
工
場
再
建
も
よ
う
や

く
始
ま
っ
た
。

　
養
殖
用
配
合
飼
料
の
原
料

な
ど
を
製
造
販
売
し
て
い
る

石
巻
魚
糧
工
業
は
、
２
月
に

工
場
を
再
建
し
た
。
工
場
と

本
社
建
屋
は
石
巻
漁
港
か
ら

５
０
０

ほ
ど
の
松
並
地
区

で
建
物
は
津
波
で
、
す
べ
て

流
さ
れ
た
。
同
社
の
稲
井
幹

男
社
長
は
「
２
年
後
の

年

６
月
期
に
震
災
前
の
売
上
高

約

億
円
ま
で
に
挽
回
し
た

い
」
と
話
す
。

　
９
億
５
０
０
０
万
円
の
再

建
費
用
を
投
じ
て
、
生
産
能

力
は
年
９
万

の
工
場
と
事

務
所
を
新
築
し
た
。
復
旧
工

事
は

年
９
月
か
ら
始
め
た

が
、
建
築
資
材
や
職
人
不
足

な
ど
で
何
度
も
中
断
。
２
月

日
に
よ
う
や
く
完
工
し

た
。
社
員
は

人
だ
が
、
一

人
も
解
雇
し
な
か
っ
た
。

「
み
ん
な
苦
し
い
中
、
歯
を

食
い
し
ば
っ
て
頑
張
っ
て
く

れ
た
。
何
と
し
て
も
売
上
高

を
戻
す
」
と
心
に
決
め
た
。

　
魚
粉
や
魚
油
の
原
料
に
は

イ
ワ
シ
や
サ
バ
、
サ
ン
マ
、

切
り
身
や
す
り
身
に
加
工
し

た
魚
の
骨
な
ど
を
使
う
。
港

や
製
氷
工
場
の
整
備
は
徐
々

に
進
ん
で
き
た
が
、
元
の
水

揚
げ
高
に
は
戻
っ
て
い
な

い
。

　
だ
が
、
稲
井
社
長
は
「
石

巻
は
さ
か
な
の
街
。
仮
設
で

も
何
で
も
操
業
を
再
開
し
、

一
歩
ず
つ
復
興
に
向
け
て
仲

間
と
と
も
に
頑
張
り
た
い
」

と
歩
み
を
や
め
な
い
。

　
石
巻
市
の
隣
町
、
女
川
町

の
高
政
。
地
元
の
魚
を
使
っ

た
笹
か
ま
ぼ
こ
を
製
造
し
て

さ
さ

お
り
、
全
国
に
多
く
の
フ
ァ

ン
が
い
る
老
舗
だ
。

　
町
の
中
心
部
は
津
波
で
ほ

と
ん
ど
の
建
物
が
流
出
し
た

が
、
同
社
は
中
心
部
か
ら
離

れ
た
場
所
に
あ
っ
た
た
め
津

波
被
害
は
ほ
と
ん
ど
受
け
な

か
っ
た
。

　
震
災
か
ら
７
日
後
の

年

３
月

日
か
ら
避
難
所
に
か

ま
ぼ
こ
を
配
布
し
た
。
９
月

に
は
老
朽
化
し
た
旧
工
場
に

代
え
て
万
石
工
場

同

を

稼
働
さ
せ
、
生
産
能
力
を
４

倍
に
増
強
し
た
。
さ
ら
に
従

業
員
数
を
約
５
割
増
の
１
６

９
人
に
し
、
雇
用
拡
大
を
通

じ
て
地
域
の
復
興
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
同
社
の
高
橋
正
寿
専
務
は

「
女
川
の
復
興
に
は
経
済
の

活
性
化
が
欠
か
せ
な
い
。
事

業
を
通
じ
て
貢
献
し
て
い
き

た
い
」
と
話
す
。
被
災
し
た

企
業
は
震
災
直
後
の
混
乱
を

猛
烈
な
努
力
で
切
り
抜
け
、

そ
し
て
力
強
く
歩
み
始
め
て

い
る
。


